
　

・プレゼンテーション

・ディスカッション

・講義・演習

試験・成績

評価の方法等

教科書及び

参考図書

授業の進め方

　ケース課題の提出（40%）、ディスカッションへの参加（10%）、および最終課題の提出とプ

レゼンテーション（50%）で評価する。

山根節ほか『ビジネス・アカウンティング（第5版）』中央経済社、2024年

大田康広『ビジネススクールで教える経営分析』日経文庫、2018年

　オンデマンドの動画視聴、課題の提出、課題についてのグループ討論・全体討論（またはプレ

ゼンテーション＆ディスカッション）という形式で行う。 動画、講義資料、ケース課題はすべ

てMoodleで提供する。

・映像・音声資料

・スライド資料（電子媒体）

・テキスト（紙媒体）使用する

教材等

対象学生科目区分講義コード

「アカウンティング」を受講済み

であること。

財務諸表の分析を通してビジネスへの理

解を深めること。

B/S、P/L、CFS、連結財務諸表、財務諸

表分析

全体の

教育目標

履修条件

担当教員名 大石　桂一

開講学期

財務会計

2

集中

前期

授業科目名

（講義題目）

単位数

曜日時限

最終更新日： 2026年4月3日

１年生／２年生選択

授業の概要 　本講義は夏期集中講義であり、1年前期の「アカウンティング」の授業で習得した知識を発展

させ、財務諸表をビジネスのツールとして使いこなせるようになることを目的とする。授業の形

態は「講義＋ケース・メソッド」である。

　第１回から第4回はオンデマンドの動画視聴で講義を受け、各回のケース課題を提出する

（8/31～9/9）。第5回から第8回は土曜日1日を使い（9/12）、対面で各ケース課題について

ディスカッションを行う。第9回から第11回は再びオンデマンドの動画視聴で講義を受け、その

後最終課題を提出する（9/13～/23）。第12回から第15回は土曜日1日を使い（9/27）、対面で

各自が最終課題についてプレゼンテーションを行う。

　最終課題は1人あたり特定業種の3社を割り当て、財務諸表分析を行ってもらう。4業種程度を

予定しており、プレゼンテーションは業種ごとに行う。

・QBSインフォメーションボード（website）

・九州大学Moodle授業の最新情報

案内方法

授業形態

26176020

「アカウンティング」の授業で習

得した会計リテラシーをさらに高

めること。

開講予定日 ①②③④オンデマンド配信　⑤⑥⑦⑧9/12　⑨⑩⑪オンデマンド配信　⑫⑬⑭⑮9/26

個別の

学習目業

キーワード


